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民
主
化
に
向
け
て
歩
み
始

め
経
済
開
放
が
進
む
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
、今
春
、旅
行
会
社
を

設
立
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
本
社
を

置
く
旅
行
会
社
の
支
店
で
３

年
間
勤
務
し
て
い
た
。「
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
仏
教
遺
跡
や
手
つ

か
ず
の
自
然
、
人
々
の
優
し

さ
、
温
か
さ
が
魅
力
で
す
」

　
拠
点
は
中
東
部
シ
ャ
ン
州

イ
ン
レ
ー
湖
の
近
く
に
構
え

た
。
最
大
の
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン

や
観
光
資
源
が
多
い
マ
ン
ダ

レ
ー
で
は
な
く
、
あ
え
て
イ

ン
レ
ー
に
し
た
の
は
、「
周

囲
が
山
と
田
園

に
囲
ま
れ
て
い

て
、
そ
の
風
景

が
な
じ
み
の
あ

る
小
田
急
線
沿

線
の
秦
野
や
新

松
田
に
似
て
い

る
。

こ

こ

な

ら
面
白
い
こ
と

が
で
き
そ
う
だ

と
」。

　
同
国
で
は
日

本
企
業
の
駐
在

員
や
旅
行
者
が

急

増

し

て

い

る
。
今
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
日

系
企
業
な
ど
日
本
人
駐
在
員

の
旅
行
や
出
張
手
配
が
主
た

る
業
務
だ
が
、「
ゆ
く
ゆ
く

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
生
交

流
な
ど
の
旅
行
も
企
画
し
た

い
。
日
本
で
も
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
」
と
意

欲
を
燃
や
す
。

　
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
地
図
帳
を

め
く
る
の
が
好
き
で
外
国
と

関
わ
る
仕
事
を
夢
見
て
き

た
。
専
大
経
済
学
部
国
際
経

済
学
科
で
は
飯
沼
健
子
ゼ
ミ

で
学
び
、
発
展
途
上
国
の
経

済
や
教
育
に
関
心
を
持
つ
。

２
年
間
休
学
し
て
語
学
留
学

し
中
国
語
と
英
語
を
身
に
つ

け
た
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
経
験
し

た
。
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｓ

・
Ｉ
・
Ａ
で
は
代
表
を
務

め
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。

　
飯
沼
教
授
は
「
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
な
に
か
を
や
り

そ
う
な
学
生
で
し
た
。
中
国

の
留
学
先
に
東
南
ア
ジ
ア
と

関
係
が
深
い
雲
南
省
昆
明
を

選
ぶ
と
こ
ろ
な
ど
、
目
の
付

け
所
が
い
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
働
く
と
聞
い
た
時
、
彼
な

ら
や
る
だ
ろ
う
と
納
得
し
ま

し
た
」
と
語
る
。

　
起
業
間
も
な
い
６
月
、
日

本
に
一
時
帰
国
し
て
専
大
の

後
輩
を
前
に
講
演
、
海
外
で

働
く
や
り
が
い
と
独
立
へ
の

決
意
を
語
っ
た
。

　「
学
生
時
代
は
な
ん
で
も

で
き
る
大
切
な
時
期
。
変
化

を
恐
れ
ず
、
変
化
に
飛
び
込

も
う
」。
少
年
の
よ
う
な
澄

ん
だ
目
で
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

－ 途上国の経済・教育に関心 －

旅
行
会
社
ホ
ー
ム
ミ
ャ
ン
マ
ー

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

鈴
す

ず

木き

　
俊

し
ゅ
ん

良
す

け

さ
ん

（
平
26
経
済
）

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を
迎えます。また、石巻専修大学も18
年に創立30年を迎えます。学校法人
専修大学では、さらなる飛躍と発展

を期すため「専修大学創立140年・
石巻専修大学創立30年記念事業募
金」（募集期間５年間）を設け、広

く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を

賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専

修大学募金局」（☎03・3265・3157）
へお願い申し上げます。

〈
佐
倉
・
四
街
道
支
部
総
会
〉

▽
11
月
18
日
（
土
）
15
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
四
街
道
駅
か
ら

徒
歩
３
分
「
永
華
楼
飯
店
」

問
伊
藤
隆
文
氏
☎
０
９
０
・

７
８
２
９
・
５
６
４
６

〈
二
鳳
会
創
立
十
周
年
記
念

総
会
〉

▽
11
月
18
日
（
土
）
16
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
浅
草
駅
か
ら

徒
歩
３
分
「
浅
草
む
ぎ
と
ろ

本
店
」
問
石
塚
一
郎
氏
☎
０

９
０
・
５
５
１
７
・
６
５
３
３

〈
仙
台
支
部
総
会
〉

▽
11
月
18
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
か
ら
徒

歩
13
分
「
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」
問
香
川
恭
氏
☎
０
９

０
・
２
９
８
８
・
２
８
３
４

〈
宇
部
・
山
陽
小
野
田
支
部

総
会
〉

▽
11
月
18
日
（
土
）
18
時
〜

グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
・

ゴ
ル
フ
大
会
開
く

　
専
修
大
学
校
友
会
創
立
１

３
０
周
年
記
念
第
33
回
校
友

会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
10
月
20
日
、
千
葉

県
泉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
、
約
60
人
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
個
人
優
勝

福
城
雅
夫
氏

（
昭
50
経
営
）
▽
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
賞

福
城
遊
氏
（
平
22

経
営
）
▽
シ
ニ
ア
優
勝

愛

澤
壽
彦
氏
（
昭
46
法
）
▽
団

体
優
勝

チ
ー
ム
井
出
光

稲
津
久
氏
（
い
な
つ
・
ひ
さ

し

昭
57
商
・
59
歳
）
北
海

道
10
区
、公
明
、当
選
４
回
。

小
熊
慎
司
氏
（
お
ぐ
ま
・
し

ん
じ

平
４
法
・
49
歳
）
比

例
東
北
、希
望
、当
選
３
回
。

中
根
一
幸
氏
（
な
か
ね
・
か

ず
ゆ
き

平
12
院
法
修
・
48

歳
）
比
例
北
関
東
、
自
民
、

当
選
４
回
。

馳
浩
氏
（
は
せ
・
ひ
ろ
し

昭
59
文
・
56
歳
）
石
川
１

区
、
自
民
、
当
選
７
回
。

浜
田
靖
一
氏
（
は
ま
だ
・
や

す
か
ず

昭
55
経
営
・
62

歳
）
千
葉
12
区
、
自
民
、
当

選
９
回
。

堀
井
学
氏
（
ほ
り
い
・
ま
な

ぶ

平
６
商
・
45
歳
）
北
海

道
９
区
、自
民
、当
選
３
回
。

◆

北
海
道
寿
都
町
長
選
挙

 

（
10
月
19
日
無
投
票
）

片
岡
春
雄
氏
（
か
た
お
か
・

は
る
お

昭
46
商
）
当
選
５

回
。

岡
山
県
玉
野
市
長
選
挙

 

（
10
月
22
日
投
開
票
）

黒
田
晋
氏
（
く
ろ
だ
・
す
す

む

昭
62
法
）
当
選
４
回
。

第
48
回
衆
議
院
議
員
選
挙
当
選
者

（
10
月
22
日
投
開
票
）※
50
音
順

▽
Ｊ
Ｒ
床
波
駅
か
ら
車
10
分

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
山
口

・
宇
部
」
問
山
田
浩
三
氏
☎

０
８
３
６
・
54
・
０
１
１
１

（
モ
ー
ス
ト
内
）

〈
佐
賀
鳳
会
総
会
〉

▽
11
月
18
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
料
理
屋
き
り
ん
」
問
山

口
朋
宏
氏
☎
０
９
０
・
８
２

９
５
・
０
３
１
７

〈
奈
良
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
正

午
〜
▽
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
「
奈
良
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」
問
大
隈
利
明
氏

☎
０
９
０
・
７
１
１
４
・
４

８
７
２

〈
北
信
支
部
総
会
〉

▽
11
月
24
日
（
金
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長

野
」
問
古
家
敏
男
氏
☎
０
８

０
・
１
１
２
１
・
６
２
７
５

〈
沖
縄
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
24
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
県
庁
前
駅
か
ら
徒
歩
５
分

「
八
汐
荘
」問
兼
島
力
氏
☎
０

９
０
・
３
７
９
４
・
１
９
１
０

〈
岡
山
支
部
総
会
〉

▽
11
月
25
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
徒
歩
７

分
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き

び
」
問
横
田
好
雄
氏
☎
０
８

０
・
３
５
２
９
・
１
３
６
３

２
０
１
７
年
度
秋
の
叙
勲

◇
瑞
宝
中
綬
章
◇

池
本
卯
典
氏
（
昭
29
法
・
東

京
）
教
育
研
究
功
労

◇
旭
日
小
綬
章
◇

鬼
嶋
正
之
氏
（
昭
45
法
・
新

潟
）
地
方
自
治
功
労

◇
旭
日
双
光
章
◇

溝
口
鐵
一
郎
氏
（
昭
40
法
・

香
港
）
日
中
友
好
親
善
功
労

日
本
語
普
及
功
労

ぼ
く
は
社
会
不
安
障
害

伊
藤
や
す
著

　
社
会
不
安
障
害
（
Ｓ
Ａ

Ｄ
）
と
20
年
以
上
向
き
合
っ

て
い
る
伊
藤
や
す
さ
ん
（
平

18
経
済
）が
綴つ

づ

る
エ
ッ
セ
ー
。

　
Ｓ
Ａ
Ｄ
は
、
発
言
や
接

客
、
電
話
応
対
な
ど
人
前
で

何
か
を
す
る
こ
と
に
強
い
不

安
や
恐
怖
心
を
感
じ
対
人
場

面
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、

日
常
生
活
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
病
気
。
他
の
重
大
な

精
神
疾
患
を
併
発
す
る
原
因

に
も
な
る
。
日
本
国
内
に
推

定
３
０
０
万
人
以
上
の
患
者

が
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
伊
藤
さ
ん
は
小
学
生
時
代

に
発
症
、
闘
病
し
な
が
ら
大

学
を
卒
業
し
た
が
、
民
間
企

業
で
働
い
て
い
た
際
に
う
つ

病
を
併
発
し
、
転
職
を
繰
り

返
し
た
。
現
在
も
治
療
を
続

け
、
働
き
な
が
ら
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
。

　
本
書
で
は
長
年
の
闘
病
体

験
や
日
本
の
精
神
科
医
療
の

問
題
、
行
政
の
あ
り
方
、
世

間
の
精
神
疾
患
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
に
つ
い
て
も
記
し

て
い
る
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
こ
の
病
気

は
あ
が
り
症
な
ど
個
性
の
問

題
だ
と
思
い
、
発
症
し
て
い

る
の
に
治
療
を
行
っ
て
い
な

い
人
が
い
る
。
私
の
実
体
験

が
少
し
で
も
症
状
で
悩
ん
で

い
る
方
々
の
役
に
立
て
た

ら
」
と
語
る
。

（
彩
図
社
・
本
体
６
３
０
円

＋
税
）

＜校友＞

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
者

肥
田
さ
ん
お
め
で
と
う

春の藍綬褒章受章

ＯＢらが
合唱で祝う

　
男
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
創
設
し
た
肥
田
英
臣
さ

ん
（
昭
40
経
済
）
の
褒
章
受

章
を
祝
う
会
が
11
月
４
日
、

都
内
で
開
か
れ
、
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
部
員
、
Ｏ
Ｂ
ら
約
70

人
が
参
集
し
た
。

　
肥
田
さ
ん
は
専
大
時
代
の

１
９
６
３
年
、
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
た
。
メ
ン
バ

ー
は
二
十
数
人
。
バ
リ
ト
ン

で
学
生
指
揮
を
担
当
し
、
65

年
に
第
１
回
演
奏
会
を
開

催
。
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
初
期
の

活
動
に
ま
い
進
し
た
。

　
卒
業
後
は
故
郷
静
岡
県
沼

津
市
で
高
校
教
員
と
臨
済
宗

清
梵
寺
の
住
職
を
務
め
て
き

た
。
教
員
を
退
職
し
た
後
は

住
職
に
専
念
、
93
年
か
ら
保

護
司
と
な
り
更
生
保
護
に
尽

力
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
今

春
、藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

多
忙
な
な
か
合
唱
活
動
は
続

け
て
お
り
、
地
元
で
「
お
地

蔵
さ
ん
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
く
。
ま
た
、
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
会
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
練

習
と
演
奏
会
に
は
必
ず
参
加

し
て
い
る
。

　
祝
賀
会
で
は
草
創
期
の
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
で
、

専
大
の
校
歌
や
「
エ
ー
ル
専

修
」
を
編
曲
し
た
音
楽
家
の

岡
本
仁
さ
ん
が
「
肥
田
さ
ん

が
ま
い
た
種
が
大
き
く
花
開

い
た
。
歌
は
祈
り
の
２
倍
価

値
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
肥

田
さ
ん
は
そ
の
姿
を
体
現
し

て
き
た
」
と
た
た
え
た
。

　
在
職
中
顧
問
を
務
め
た
鶴

田
俊
正
名
誉
教
授
ら
の
祝
辞

を
受
け
た
後
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
肥
田
さ
ん
は
「
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
歌
を
歌
う

だ
け
で
は
な
く
ク
ラ
ブ
を
存

続
す
る
た
め
に
厳
し
い
規
律

を
作
っ
た
。
そ
れ
が
社
会
に

出
て
役
立
っ
た
」
と
当
時
を

懐
か
し
ん
だ
。

　「
は
る
か
な
友
に
」
な
ど

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
合
唱
を
披

露
。
ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
た
後
、
岡
本
さ
ん

の
指
揮
で
校
歌
と
「
希
望

（
の
ぞ
み
）
の
島
」「
自
由

の
歌
」
を
全
員
で
歌
い
上
げ

た
。
最
後
に
肥
田
さ
ん
が

指
揮
を
執
り
、「
エ
ー
ル
専

修
」が
会
場
に
こ
だ
ま
し
た
。

　
男
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
第
53
回
定
期
演
奏
会
は
12

月
23
日
（
土
・
祝
）
13
時
30

分
か
ら
日
本
教
育
会
館
一
ツ

橋
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
や
学
生
と

合
唱
す
る
肥
田
さ
ん
（
中
央
）

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の

遠
藤
良
祐
さ
ん
（
平
29
法
、

専
修
大
学
教
務
課
）
が
第
38

回
全
日
本
社
会
人
フ
ィ
ー
ル

ド
選
手
権
大
会
（
９
月
23
・

24
日
、
北
海
道
北
広
島
市
）

の
男
子
リ
カ
ー
ブ
で
優
勝
し

た
。

　
高
校
か
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

を
始
め
専
大
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
で
は
、
主
務
を
務
め
た
遠

藤
さ
ん
。「
全
国
大
会
の
優

勝
は
初
め
て
で
う
れ
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
大
会

中
苦
し
い
場
面
も
あ
っ
た

が
、
粘
り
で
勝
利
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
は
、
森
や
林
な
ど
自
然
の

中
に
設
置
さ
れ
た
的
に
向
か

っ
て
矢
を
射
る
競
技
。
遠
藤

さ
ん
は
在
学
時
代
か
ら
こ
の

種
目
を
得
意
と
し
て
い
る
。

　
今
年
３
月
に
卒
業
後
も
、

休
日
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

練
習
場
で
後
輩
部
員
と
一
緒

に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

「
社
会
人
選
手
と
し
て
、
で

き
る
限
り
ア
ー
チ
リ
ー
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
今
後
に

向
け
て
意
欲
を
み
せ
た
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
Ｏ
Ｂ 

遠
藤
さ
ん

   

社
会
人
大
会
で
優
勝

試合前、愛用のボウを手にリラックスした

表情の遠藤さん


